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 重元素、特にランタノイド（希土類元素）の原子データが、中性子星合体に伴うキ

ロノバのスペクトルや光度曲線の理解には不可欠である。中でもエルビウム (Er) は、

2017 年に観測された GW170817 のキロノバ放射の不透明度に大きく寄与すると考え

られている。 

本研究では、低価数のErイオンの可視域の発光線の遷移確率の実験的評価を行った。

実験では大型ヘリカル装置（LHD）を用い、Er粉末を内包した炭素ペレットをコアプ

ラズマに入射し、プラズマ粒子によってアブレーションされた低温のペレット溶発雲

の発光スペクトル (385～400 nm) を高分解能可視–UV 分光器で観測した。溶発雲ス

ペクトルにはEr IIと共にC IIの発光線も観測されたが、C IIのシュタルク幅から電

子密度は1022 m-3程度と推定された。Erの励起準位のポピュレーションに対してボル

ツマン分布を仮定することで、遷移確率が既知のEr IIの発光線強度のボルツマンプ

ロット（図1）が得られた。このボルツマンプロットから電子温度は約1.4 eVと推定

された。また、これまで実験値や理論値が不確実だった393.86 nmのEr II発光線の遷

移確率が得られた。今回得られた値は、最近のレーザー誘起ブレークダウン分光法 

(LIBS) による先行研究とよく一致することが確認された。 

 
図 1 丸印は遷移確率 Aが既知の Er II発光線の強度 Iから得られたボルツマンプロ

ット[1]。横軸は発光線の上準位のエネルギー。四角は 393.86 nm の Er II 発光線の

値。この値から遷移確率が推定された。 
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